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Absをract: Ⅰn respect of a 】aserladar used for environmenta一 measurements,a Cr,Tm,Ho:YAG laser

w壬Ih a Q-Switch is available.This paper describes a fundamental characteristics of Cr,Tm,Ho:YAG

玉aser using a pockels cell as a Q-Switcher.

1.はじめに

C r, Tm, H o :YAGレ-ザは､その発振

波長(2. 1/上m)が目に安全な波長になってい

ることから､　e y e-s a f e　レ-ザとして

環隻計測用レ-ザレ-ダベの応用に非常に期待さ

れているレ-ザである.我々は､以前よりフラッ

シュランプ助起Tm, Ho :YAGレ-ザの試作､

研究を行ってきている｡

今回は､ L iN b O　ポッケルセルを用いたC

r, Tm, H o:YAGレ-ザの基本的な動作に

ついて報告する｡

2.実験方法

F ig. 1に実験で使用したレ-ザ装置の構成

を示す　H e-Neレ-ザは､アライメント時に

使用するもので､レ-ザの光軸と-致させてある｡

共振器を構成するミラーには､反射率1 00%の

凹面鏡と反射率8 2. 5%の平面鏡が用いられて

おり､後者からの透過分がレ-ザ出力となってい

る｡実験は､まず入出力特性についてはF ig.

1のDET#3をアライメント用ミラーの前に設

置し､レ-ザ出力エネルギーを検出した.その際､

レ-ザの出力によって検出器が破損するのを避け

るため､減衰率73. 9%レンズを用いてビーム

を拡げた｡次に､ポッケルセルがどのように動作

しているか､正確にかつ視覚的に捉えるためにデ

ジタルオシロスコープ(T e k t r o n i x T

DS　420)を用いて出力パルス波形を撮影し

た｡オシロスコープでは､ CHlにフラッシュラ

ンプのトリガー信号を､ CH2にDET#2で検

出されたフラッシュランプの光を､ CH3にポッ

ケルセルに印加する電圧を制御しているトリガー

を､ CH4にDET#1によって検出されるレ-

ザ出力を入力した｡
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Fig.1 ExperimentaI setup
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3.実験結果

Fi g. 2にノーマル発振時における入出力特

性を示す｡入力電圧は､フラッシュランプ-の供

給電圧から計算したものである｡また､ Fi g.

3はノーマル発振時の出力波形とQ-Swi t c

h発振時の出力パルス波形とを比較したもので､

Q-Swi t c h i n g動作しているのか一見し

て分かる｡この時の条件は､入力エネルギーを1

00J､レ-ザロッドの温度を2. 5℃､ Q-S

wi t c hのDE LAY TIMEを730〝S､

ポッケルセルへの印加電圧を3 kVとした｡測定

されたQ-Swi t c hパルスは､出力が10m

J程度で半値晦が約250n sのパルスであり､

ノーマル発振時に比べると非常に幅の狭い､大出

力のパルスになっている｡

･-'�"　終わりに

今回の実験で帝に問題となったのは､ L iN b

O3ポッケルセルの耐入力性である｡大きな出力

を碍ようとして入力エネルギーを上げると､共振

器内部には過剰にエネルギーが蓄積されポッケル

セルは破損してしまう｡実験ではレ-ザロッドの

冷却水の温度を下げるなどして､なるべく小さな

入力エネルギーで発振するように試みたが､これ

では且OmJ程度の出力エネルギーを得るのか精

一杯であったO　また､もう一つの問題点としては

-Sw豆　t c h発振したときの安定性が挙げら

れる　　-Swi t c hのD E LAY TⅠME､

入力エネルギー､共振器を構成する反射鏡の微妙

な角度のずれなどは､発振の安定性に大きく関わ

っており､このレ-ザをレ-ザレ-ダに利用する

ためにはこれらの点を十分考慮し常に一定のパル

スが得られるようにしなければならない｡
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